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I N T E R V I E W

年にわたり、平

家の落人や安徳

天皇陵墓について研究

されている小松さんに

お話をお伺いすると、

「高板山に安徳天皇の

陵墓だけがあるという

のはおかしいが、周辺

には平家にまつわる伝

説が残っており、その

遺跡もある」と切り出

し、安徳天皇や平家の

落人に関する資料を見

せてくれました。福山

神社での調査にも立会

い、現場を見たという

物部町野竹出身の小松

さんは「福山神社の鏡

はレプリカで、このレ

プリカを作る際に、お

家騒動があったと聞い

ている」と家伝を話し

てくれました。

御衣
おんぞ

安徳天皇が普段着とし

て着ていたと伝えられ

ている夏用の御衣。麻

でできており、葉菊紋

が入っている。下の写

真は背面から撮影した

もの。安丸家所有。

安徳天皇の愛馬に使わ

れていたといわれる轡

と手綱。安丸家所有。

安徳天皇一行は倒れた

愛馬の皮をはぎとって

埋め、馬皮神社として

祀ったという。餓死寸

前だった一行は馬の肉

を食し、安徳天皇はそ

の愛馬を「我々の命の

駒である」といわれ、

この轡と手綱を最後ま

で手放さなかったとい

われている。この馬皮

神社は祖谷伝説でも、

馬岡神社として伝わっ

ている。

安徳天皇が屋島で母か

ら渡されたといわれる

金銀製のかんざし。大

きい方は御所車に菊葉

を添えたもので、小さ

い方は葉菊と竹の葉を

あしらったもの。この

かんざしは、安徳天皇

陵墓上に墓印として置

かれていると伝承され

ており、高板山から見

つかっている。

轡と手綱

かんざし

福山神社（物部町野竹）

にある天皇家の紋章付

き鏡（写真上）。貴金属

製で直径約１５㎝。こ

の福山神社は平維盛が

祀られており、地元で

は、ご神体は石である

と信じられてきた。し

かし、安徳天皇一行の

子孫による伝承では、

福山神社に安徳天皇ゆ

かりの品があるといわ

れており、調べてみる

とこの２枚の鏡が出て

きて、地元の立会人も

おどろいたという。

福山神社の鏡

　

香
美
市
物
部
町
に
は
安
徳
天

皇
を
は
じ
め
、
平
家
一
門
の

数
々
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い

る
。
物
部
町
黒
代
の
安
丸
家
の

古
文
書
（
現
在
焼
失
）
に
は
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

源
義
経
軍
の
奇
襲
に
よ
り
惨

敗
を
喫
し
た
平
家
は
讃
岐
屋
島

の
仮
宮
に
御
幸
し
て
い
た
安
徳

天
皇
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
と
な

る
。
屋
島
に
は
後
に
壇
ノ
浦
の

海
に
沈
む
影
人
天
皇
（
天
皇
の

身
代
わ
り
）
が
残
さ
れ
る
。

　

天
皇
一
行
は
海
路
淡
路
を
経

て
阿
波
の
地
に
入
り
、
山
御
所

と
呼
ば
れ
た
屋
島
本
陣
の
後
背

地
で
あ
る
山
中
に
潜
幸
す
る
。

安
徳
天
皇
は
生
母
で
あ
る
建
礼

門
院
と
ひ
と
時
を
過
ご
す
た

め
、
屋
島
の
本
陣
へ
向
か
う
。

　

母
と
の
久
々
の
再
会
に
天
皇

と
は
い
え
、
幼
い
安
徳
天
皇
は

ひ
と
と
き
も
そ
の
傍
を
離
れ
ず
、

幸
せ
な
時
を
過
ご
し
て
い
た
と

い
う
。
し
か
し
そ
れ
も
つ
か
の

間
。
義
経
軍
が
屋
島
本
陣
を
目

指
し
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
い

う
知
ら
せ
が
再
び
母
子
を
引
き

裂
く
こ
と
と
な
る
。
建
礼
門
院

は
身
に
付
け
た
髪
飾
り
を
「
こ

れ
を
母
と
思
い
な
さ
い
」
と
形

見
に
渡
し
、
天
皇
一
行
は
遍
路

姿
に
変
装
し
、
慌
た
だ
し
く
屋

島
を
後
に
す
る
。

　

こ
の
後
一
行
は
阿
波
の
山
中

深
く
分
け
入
り
、
一
時
潜
幸
す

る
も
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
か
ね

て
下
山
す
る
こ
と
に
な
り
、
七

つ
の
剣
を
奉
納
し
た
。
こ
れ
が

剣
山
の
名
の
由
来
で
あ
る
。
そ

の
後
、
徳
島
祖
谷
の
古
味
や
栗

枝
戸
に
一
時
仮
宮
を
置
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
も
安
住
の

地
と
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
天
皇

一
行
は
祖
谷
よ
り
土
佐
に
入
り
、

西
熊
か
ら
笹
を
経
て
韮
生
郷
の

高
板
山
赤
牛
に
至
り
仮
宮
を
営

み
、
し
ば
し
の
平
安
を
得
た
。

深
山
幽
谷
に
あ
っ
て
、
母
の
居

る
都
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
日
々

の
う
ち
に
つ
い
に
高
熱
を
発
す

る
。
山
中
に
あ
っ
て
は
十
分
な

薬
膏
を
施
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら

ず
、
無
念
に
も
10
歳
で
崩
御
さ

れ
た
。
玉
体
は
高
板
山
赤
牛
に

設
け
た
殯
宮
（
仮
御
所
）
近
く

に
手
厚
く
葬
ら
れ
た
。

　

供
の
武
将
ら
は
、
そ
の
陵
を

御
殯
大
明
神
と
し
て
祀
り
、
周

辺
の
神
池
・
楮
佐
古
・
安
丸
、

ま
た
は
峠
を
越
え
た
祖
谷
の
地

な
ど
に
陵
を
囲
む
よ
う
に
隠
棲

し
、
遠
く
か
ら
拝
ん
だ
。
ま
た

慰
霊
の
場
を
設
け
、
代
々
山
を

守
り
、
菩
提
を
弔
い
続
け
た
。

安徳

て着

てい

でで

が入

真は

もの

安

れ

と

安

愛

埋

祀

前

を

の

安
徳
天
皇
ゆ
か
り
の
品
々

「
安
徳
天
皇
は
壇
ノ
浦
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
高
板
山
赤

牛
で
過
ご
さ
れ
、
崩
御
さ
れ
た
」
と
伝
え
ら
れ
、
近
年
に
な

り
、
古
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
に
高
板
山
陵
墓
を
は

じ
め
天
皇
ゆ
か
り
と
い
わ
れ
る
品
々
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

小松正景さん（香北町永野）
まさてる

長

安徳天皇潜幸伝説

伝惨島徳な

安徳天皇特集安徳天皇潜幸伝説５５

、地棲たを

安徳天皇特集

くつわ

ぎ
ょ
こ
う

や
っ
こ
う

ひ
ん
き
ゅ
う

ご
ひ
ん

ま
つ

ぼ
だ
い

まつ


